
関剤をしていて

疑問に怒ったこと.

医師または患者さんに間

かれて因ったとと，医師に媛

鑓照会して対応したがいまひとつ納

得できないこと，ありませんか? 留さんの疑問

に各分野の専門家がおきえいたします.

次のような処方肉容の渇舌，調剤料として

それぞれ何点を算定すべきですか。処方1と

処方2はー包化襲として388点，処方3は処方 1と処

方2のいずれとも服用時点が重ならないため，肉眼

聾として77点を算定するものと考えますが，いかが

でしょうか。また，処方3がr1日3回 毎良間Jやr1 

日1回 起庶時jという服用指示だった織含はどうで

しょうか。(茨栂県 匿名需望)

く処方内容>

処方1 A錠 3錠 1日3回毎食後服用 28自分

処方2 B錠 2錠 1日2回 朝夕食後服用 28日分
上記を一包化

処方3 C散 3g 1日3回毎食前服用 28自分

ご質問の通り，調剤5jq・については. 一包化薬

として388点，内服薬として77点を算定しま

す。

ー包化薬は.服用時点(分3毎:食後，分2朝夕食後な

ど)が異なる2WJ以上の内服用回型剤を. lJI~m時点 (~Jj

食後，昼食後，夕食後など)ごとにー包として調剤し

た場合に算定するものです。また，いずれの服用時点

とも重複しない内服用問型剤がある場合には.一包化

薬とは別に，内服薬として調剤本ilを算定できます(ただ

し ー包化薬の中に内服薬に準じた剤数が3剤分以上

合まれている場合には，内服薬調斉IJ料はO点)。

ご質問のケースでは.処方1(1日31IT1毎食後)および

処方2(1日2回朝夕食後)は，服用時点が異なる 2斉IJ

の内服周囲型剤となりますので， 一包化薬として388

Information 

ご質問をお寄せくだ

さい.要項(~43頁にあり

ます。なお，回答はZ広箆に掲霞す

ることによってのみ行います。 電信や

ファクシミリによる回雷(~ご容般くださ

い。また，特殊主主ケースの質問l芯線用されない

こともありますのであらかじめご3承ください。

点 (7日分につき 97点x4週間分)を算定します。また.

処方3(1日 3IU111):食前)については.処方lと処方2の

いずれとも)服用時点は震被しませんので， 1);JlJli楽とし

て77}~~ (22日分以上の場合)を算定します。

なお，処方3がrl1:13 mHI)~食 |昔JJ ゃ í1 Ell lITl起床 II;~:J 
とU寸服用指示で、あったとしても，処方lと処方2のい

ずれのJJliJI'!I1'8ιlとも重桜する部分はありませんので. I百j

じように内服薬として77点を算定します。

次のように揖与目敵が異なる聾剤をー包化

する蝿含，処方5と処方6の8日目以降の悶

剤料(ー包化を行った残り)については，内胆襲とし

て21日分((77点一 35点)X2剤=84点〕を箆定して

構わないのでしょうか。それとも，処方3と処方41こ

宿することから，別に算定することはでき芯いの

でしょうか。 (福間県 富告穆望)

<処方内容>

処方1 医薬品A 1日3回 毎食後服用 7日分

処方2 医薬品B 1日2回 朝夕食後服用 7日分

処方3 医薬品C 1日1回 夕食後服用 7日分

処方4 医薬品D 1臼1回 朝食後服用 7日分

処方5 医薬品E 1日1回 朝食後服用 28自分
1日1回 夕食後服用 28日分

上記をー包化

i主:医~品A-FI孟.いずれも内IJIUII IきI ~\~m とする

ご質問のように投与・日数が異なる斉IJをー包化

する場合で、あっても. 全体としてはー包化薬

であるとみなしますが.処方5と処方6の8日目以降に
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ついては.いずれの内服用問型剤 (処方 1~処方4 ) と

も服川時点が重複していませんので.その部分の調印!

本|は内1M楽に準じて取り扱います。

すなわち.1-7日分については97点.また.8-28 

日分については.該当する内服薬調剤科が(77点 (22

日分以上)-35点(11:1分につき 5点x7日分):: 42点

cl ~J 当 たり)Jとなりますので，処方5と処方6の2剤

で計 84}.~.( となり.調剤料としては合計]81点を算定し

ます。

鴫下回艇の患者に蝕剤と錠劃が処方され，

医師からは「錠剤はすべて粉砕し，償問と含

わせてー包とするJょう指示されていました。紛砕を

指示された錠剤の申には，融剤が藁価四魅されてい

る医薬畠もありましたが，ほかのメー力一，笹発医

薬晶である蝿芭を重めて，症剤しか聾価岨臆されて

い8いものもありました。これらを医師の掲示通り.

躍剤はすべて粉砕して調剤したので，鴎下園鑑者用

製剤加貨を算定して保陵揖求しましたが， r磁剤のあ

るものは，すべて猷剤に蛮更したうえでなければ

定はできないJとの理由からレセプトが遍戻されてき
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ました。

また，同じような処方せんで，錠剤と敵剤が聾価

唄鵬されている医薬昂はすべて散剤に蛮更したうえ

で，残りの錠剤を粉砕して調剤したのですが，それ

ら肉服襲とは別に，錠剤と徹剤のどちらも藁価四眠

されているものが屯服藁として処方されていました。

もちろん，粉砕して調剤しましたが，笹田，r敵剤が

あるjという理由からレ包プトが返戻されてきました。

瞭下図鑑書用創剤加算は，震剤しか襲価明観され

ていない医襲昂を1種類でも粉砕すれば箆定できる

と解釈してはいけないのでしょうか。

(長野県匿名樗望)

ご質問のケースについては，膜下悶難者m製剤

加討を算定して差し支えないものと考えます。

I!柊下|咽難者用製剤加算.は.暁.ド障害がある忠者を対

象として.ilH脱されている剤形では薬剤lの服用が同離

な場合に.医ilmの了解を得たうえで. í錠~Jを砕く等斉IJ

形を1111工した後制剤を行うことJを評価した.内服薬を

対象とした裂剤)JII算です。

，n:j主に当たっては.どのようなケースであるかにか



かわらず 「錠剤しか~JfllliJI~純されていない医薬品を Hili

類でも粉砕していれば算定できるJと明言できるわけで

はありませんが.ご質問の前段のケースでは. 1殿下|服

装のa也、者が行易にJJli川できるよう.錠剤しか赴ifilli収11注

されていない医薬品を合めて.すべての1Z1業品につい

て必裂な加工(粉砕)を行っています。また.ご質問の

後段のケースでは.錠剤 .1技斉IJのどちらも築制li収，1配さ

れている医薬品を可能なm~ り散剤に変吏したうえで.

残りの変更されなかった錠斉IJだけを加工 (粉砕)してい

ます。

これらのご質問のケースについては.いずれも IM~ -ド

困難者川製剤加算の趣宵・ I~I nりに沿った行為であり，

算定は問題ないものと考えられます。また.例えば，処

方せんに錠WJを粉砕するよう指示があった場合.錠剤

Infonnalion 

と散布jのどちらも薬filliJI;{1服されている10.当JAilについて

は，散布lを使用すれば錠剤を却に1:せずに消みますので.

一般的には.できるだけi技方IJを{史JrJするブJが史ましい

ものと考えることはできますが. I~~下|説明t者!日製剤力11

S?:の算定にぎlたっては.必ずしも. I~ f:ilîが医掠上の必

要性から錠剤を粉砕するよう指示したケースまで対象

にならないというわけで、はありません。

また. 1殿下m~ :i~;:がある忠者に対し.内JlIl~と合わせ

て屯JJlH能が処方されていれば. 1);JlJIi薬と|百i繰.屯Hll誌

についても粉砕なとeの1J1I工は当然ながら必要で・すo し

かし|県下附難者fI:J製剤加算は.r;"JI出来として制剤料

を算定した場合に加算する点数ですので， t):zと!tU!I'.J:.
は.屯jj民主tliの調剤内容には関係なく算?とできることに

なります。

調剤をしていて疑問に患ったこと.医師または患者さんに聞かれて困ったこと，
医師に疑義照会して対応したがいま一つ納得できないことはありませんか?

皆さまの簸聞に告分野の専門家がお筈えいたします。どしどしご質問ください。

「質問の募集j婆項

1.質問の範囲

n実際の処方せんの疑義解釈に関する質問

例えt;f.処方医に疑線照会すべきかどうか迷っている実

例や疑義照会の際l三処方自Eの指示で納得できないでいる

実例で，専門家の意見か'知りたい.とL、うi畠合など。

<2;保険調剤・調節l報酬などに関する質問

例えl;f.どのようなケースが調剤拒否に絞当するのか 7
や.~青求もれがあった場合の対応は?という質問など。

@銅淘l技術などに関する質問

例えl;f. A散と B末を配合してもよいか? また. c 
i1を粉砕してよいか? という調剤技術上の質問など.

2.質問tJ:文書で日本薬剤師会 I調節jと情報j係まで.ご連

絡ください.

3. ~喜上では匿名の扱いをいたしますが，さらに齢しい内容

をお聞きしないと回答できないこともありますので.住

所.氏名.電話番号を必ず明記ください。

4.質問の採否ならびに回答者の選択iふ綴集委員会で決め

させていただきます。

5.質問ならびに回答Ij無料です.

6.質問が採用された方にl;t. じほうから図密カードが贈呈

されます含

ただし.;;$:コーナーへの質問はあくまでも f調剤と情報j誌に潟裁を前綬としておりますので.個人的・ 4寺殊な質問にはお答え

できません。ご了承くださいe また守回答は本誌面によってのみ行います。'iltおやファフシミリによる回答t;tご容教くださし、

〒160・8389 東京都新宿区田谷3-3-1富士・国保連ビル

臼本薬剤師会 「調剤と情報j事務局

TEL03 (3353) 1170 FAX.03 (3353) 6270 
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